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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期

第３四半期連結
累計期間

第19期
第３四半期連結
累計期間

第18期

会計期間
自平成28年１月１日
至平成28年９月30日

自平成29年１月１日
至平成29年９月30日

自平成28年１月１日
至平成28年12月31日

売上高 （百万円） 26,252 26,787 34,900

経常利益 （百万円） 1,846 1,844 2,323

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,028 1,030 1,083

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 968 1,047 1,098

純資産額 （百万円） 6,716 8,541 7,202

総資産額 （百万円） 20,129 21,304 21,231

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 52.89 49.60 55.76

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 47.02 48.96 51.35

自己資本比率 （％） 33.2 40.0 33.8

 

回次
第18期

第３四半期連結
会計期間

第19期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 15.06 18.91

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は、平成29年５月19日開催の取締役会に基づき、平成29年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で

株式分割を行っております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当

たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 

（１）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、インバウンド需要の持ち直し、世界的な設備需要の回復な

どから企業収益に底堅さがある一方、賃金の伸び悩み、エネルギー価格の上昇や円安による消費者物価上昇圧力

の高まりによる個人消費の伸び悩みなど先行き不透明な状態で推移しております。

　外食産業におきましても、継続的な人手不足や採用難による人件費の上昇、円安による輸入食材価格の高騰も

懸念され、また他業種・他業態との競争が激化し、厳しい経営状況が続いております。

　このような状況の中、当社グループは、「大衆というカテゴリーで日本一の外食企業となる」という確固たる

目標のもと、当第３四半期連結累計期間におきましても既存店事業の全体的な底上げのために、ＱＳＣ向上のた

めの店舗指導及び従業員研修、効果的な販売促進活動の強化に注力し、「まいどおおきに食堂」を中心として

「神楽食堂　串家物語」、「手作り居酒屋　かっぽうぎ」、「つるまる」をはじめとする全ブランドの業績向上

に全社一丸となって取り組みました。

 

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高267億87百万円（前年同期比2.0％増）、営業利益18

億82百万円（前年同期比3.6％減）、経常利益18億44百万円（前年同期比0.1％減）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は10億30百万円（前年同期比0.2％増）となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりです。

＜直営事業＞

　直営事業におきましては、国内及び海外において「まいどおおきに食堂」、「神楽食堂　串家物語」、「手作

り居酒屋　かっぽうぎ」、「つるまる」等の事業展開を行っております。

　当第３四半期連結累計期間におきましては、「まいどおおきに食堂」を中心に全ブランドの既存店の業績改善

のために、メニュー改善による商品力の強化、半額セールなど各種キャンペーンの販促活動の強化、店舗改装な

どを積極的に行ってまいりましたが、特に「まいどおおきに食堂」においては、施策効果が思うように得られず

低調に推移いたしました。

　一方、「神楽食堂　串家物語」におきましては、平成29年６月～９月までの期間限定で、季節メニューキャン

ペーンとして「抹茶フェア」を実施し、これらフェア商品のメディア告知を目的として、関西エリアにてテレビ

ＣＭを実施した結果、売上高は前年同月比を上回りました。

　また、10月からは「北海フェア」を実施し、集客を図ってまいります。

　今後の施策につきましては、今まで以上にお客様に満足いただける商品の開発及び店舗改装を推し進めるとと

もに「神楽食堂　串家物語」以外のブランドについても積極的にメディア戦略を実施するなど、ブランド認知度

の向上に取り組むことで、さらなる集客・売上の獲得を目指してまいります。

　以上の結果、直営事業全体の売上高は254億63百万円（前年同期比1.9％増）、セグメント利益は28億47百万円

（前年同期比5.9％増）となりました。

 

＜ＦＣ事業＞

　ＦＣ事業につきましては、当社トレーナーが各加盟店に臨店して行う調理指導の他、店長会議、トレーナー会

議等を通じて直営店における成功事例・問題点の共有を進めることにより更なる集客力の向上を図っておりま

す。今後も加盟企業との親密なコミュニケーションを図りながら問題点の洗い出し・解消を図り、さらに、メ

ディア戦略を強化し、ブランド認知度を向上させることで、さらなる集客・売上の向上を目指してまいります。

　以上の結果、ＦＣ事業全体の売上高は13億24百万円（前年同期比5.3％増）、セグメント利益は８億78百万円

（前年同期比1.4％減）となりました。
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　当社グループの平成29年９月末時点の店舗数は819店舗（直営店（国内）464店舗、直営店（海外）７店舗、Ｆ

Ｃ店（国内）346店舗、ＦＣ店（海外）２店舗）となりました。ブランド別の店舗数は以下のとおりです。

 
直営店
(国内)

直営店
(海外)

ＦＣ店
（国内）

ＦＣ店
（海外）

合計

まいどおおきに食堂 138 7 284 - 429

神楽食堂　串家物語 88 - 20 - 108

手作り居酒屋　かっぽうぎ 34 - 9 - 43

つるまる 45 - 6 2 53

その他 159 - 27 - 186

合計 464 7 346 2 819

 

（２）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産は73百万円増加し、213

億４百万円となりました。流動資産は前連結会計年度末から１億68百万円減少し、固定資産は２億42百万円増加

しております。流動資産が減少した主な理由は、預け金の減少１億38百万円によるものであります。固定資産が

増加した主な理由は、敷金及び保証金の増加56百万円、保険積立金等の投資その他の資産の増加２億33百万円に

よるものであります。

　負債につきましては、前連結会計年度末と比較して12億65百万円減少し、127億62百万円となりました。これは

主に借入の返済による減少６億15百万円、社債の償還による減少６億92百万円によるものであります。

　純資産につきましては、前連結会計年度末と比較して13億38百万円増加し、85億41百万円となりました。これ

は主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加６億83百万円、社債の転換等による資

本金及び資本剰余金の増加６億43百万円によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 48,000,000

計 48,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年11月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 21,916,130 21,922,930

株式会社東京証券取引所

「ＪＡＳＤＡＱ」

（スタンダード）

単元株式数は

100株であります。

計 21,916,130 21,922,930 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成29年11月１日以降この四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総 数 残 高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成29年７月１日

（注）１
10,957,065 21,914,130 － 2,025 － 1,905

平成29年７月１日～

平成29年９月30日

（注）２

2,000 21,916,130 0 2,026 0 1,905

（注）１．株式分割（１：２）による増加であります。

　　　２．新株予約権の行使による増加であります。

　　　３．平成29年10月１日から平成29年10月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が6,800株、

資本金及び資本準備金がそれぞれ１百万円増加しております。

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

（平成29年９月30日現在）
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　350,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　10,602,300 106,023

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

単元未満株式 普通株式 　　　4,065 － －

発行済株式総数 10,957,065 － －

総株主の議決権 － 106,023 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,200株（議決権12個）含

まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式43株が含まれております。

３．平成29年５月19日開催の取締役会決議に基づき、平成29年７月１日付で１株を２株に分割いたしましたが、上

記の株式数及び議決権の数は、株式分割前の数で記載しております。

 

②【自己株式等】

（平成29年９月30日現在）
 

所有者の氏名又は

名称
所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

株式会社フジオ

フードシステム

大阪市北区菅原町２番16号

FUJIO BLDG.
350,700 － 350,700 3.20

計 － 350,700 － 350,700 3.20

（注）１．当社は単元未満自己株式43株を保有しております。

２．平成29年５月19日開催の取締役会決議に基づき、平成29年７月１日付で１株を２株に分割いたしましたが、上

記の株式数及び議決権の数は、株式分割前の数で記載しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間（平成29年１月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,465 2,373

売掛金 287 304

たな卸資産 208 204

前払費用 254 286

繰延税金資産 96 96

預け金 1,198 1,060

その他 174 190

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 4,684 4,515

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 13,246 13,738

減価償却累計額 △5,307 △5,785

減損損失累計額 △687 △693

建物及び構築物（純額） 7,250 7,259

工具、器具及び備品 4,621 4,810

減価償却累計額 △3,258 △3,561

減損損失累計額 △96 △102

工具、器具及び備品（純額） 1,266 1,146

土地 1,390 1,390

建設仮勘定 40 85

その他 286 308

減価償却累計額 △249 △260

その他（純額） 36 48

有形固定資産合計 9,984 9,931

無形固定資産 64 68

投資その他の資産   

投資有価証券 1,236 1,251

関係会社株式 735 726

繰延税金資産 312 307

敷金及び保証金 3,896 3,953

その他 326 559

貸倒引当金 △11 △10

投資その他の資産合計 6,496 6,788

固定資産合計 16,545 16,788

繰延資産 0 －

資産合計 21,231 21,304
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,380 1,345

未払金 1,128 1,530

未払費用 463 508

資産除去債務 6 1

賞与引当金 60 28

株主優待引当金 43 36

未払法人税等 559 305

未払消費税等 369 233

短期借入金 － 100

1年内償還予定の社債 692 －

1年内返済予定の長期借入金 2,275 2,258

その他 78 108

流動負債合計 7,058 6,456

固定負債   

長期借入金 5,705 5,007

リース債務 25 36

資産除去債務 893 926

預り保証金 320 308

繰延税金負債 25 28

固定負債合計 6,969 6,306

負債合計 14,028 12,762

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,705 2,026

資本剰余金 1,584 1,907

利益剰余金 4,743 5,427

自己株式 △875 △875

株主資本合計 7,158 8,485

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 0 11

為替換算調整勘定 13 21

その他の包括利益累計額合計 14 32

新株予約権 18 23

非支配株主持分 11 －

純資産合計 7,202 8,541

負債純資産合計 21,231 21,304
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 26,252 26,787

売上原価 9,128 9,543

売上総利益 17,124 17,244

販売費及び一般管理費 15,170 15,361

営業利益 1,953 1,882

営業外収益   

受取利息 2 3

賃貸収入 22 26

その他 22 21

営業外収益合計 47 51

営業外費用   

支払利息 46 39

社債利息 1 0

持分法による投資損失 49 21

賃貸収入原価 18 19

その他 38 9

営業外費用合計 154 90

経常利益 1,846 1,844

特別利益   

受取立退料 41 －

受取保険金 － 33

固定資産売却益 79 －

特別利益合計 120 33

特別損失   

減損損失 132 115

災害による損失 42 －

固定資産除却損 67 50

店舗解約損 20 45

その他 6 8

特別損失合計 269 219

税金等調整前四半期純利益 1,698 1,657

法人税等 667 624

四半期純利益 1,030 1,032

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 2

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,028 1,030
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益 1,030 1,032

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △17 10

繰延ヘッジ損益 △9 －

為替換算調整勘定 △33 0

持分法適用会社に対する持分相当額 △2 3

その他の包括利益合計 △61 14

四半期包括利益 968 1,047

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 968 1,048

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 △0
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用の計算については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法

によっております。ただし、見積実効税率を用いて計算すると著しく合理性を欠く場合には、法定実効税率を

使用する方法によっております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第

１四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３

四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年１月１日
至 平成28年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日）

減価償却費 1,216百万円 1,082百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年３月30日

定時株主総会
普通株式 294 30 平成27年12月31日 平成28年３月31日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成28年２月26日に開催の取締役会決議に基づき、自己株式345,700株の取得を行いました。こ

の結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が862百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末に

おいて自己株式が863百万円となっております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年１月１日　至　平成29年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年３月30日

定時株主総会
普通株式 347 35 平成28年12月31日 平成29年３月31日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、第１四半期連結累計期間において、転換社債型新株予約権付社債の転換に伴い、資本金及び資本

準備金がそれぞれ316百万円増加しております。この結果、当第３四半期連結会計期間末において、資本金

が2,026百万円、資本剰余金が1,907百万円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成28年１月１日　至平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結損
益計算書計上
額（注２） 直営事業 ＦＣ事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 24,994 1,257 26,252 － 26,252

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － － －

計 24,994 1,257 26,252 － 26,252

セグメント利益 2,689 890 3,580 △1,627 1,953

（注）１．セグメント利益の調整額△1,627百万円は、各報告セグメントに配分できない全社費用であります。

全社費用の主なものは、提出会社の管理部門等の経費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「直営事業」セグメントにおいて、当第３四半期連結累計期間に閉店の意思決定がされた店舗及び営業活動

から生ずる収益が著しく低下した店舗等について、当該店舗の資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減

額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四

半期連結累計期間においては132百万円であります。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成29年１月１日　至平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結損
益計算書計上
額（注２） 直営事業 ＦＣ事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 25,463 1,324 26,787 － 26,787

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － － －

計 25,463 1,324 26,787 － 26,787

セグメント利益 2,847 878 3,725 △1,842 1,882

（注）１．セグメント利益の調整額△1,842百万円は、各報告セグメントに配分できない全社費用であります。

全社費用の主なものは、提出会社の管理部門等の経費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「直営事業」セグメントにおいて、当第３四半期連結累計期間に閉店の意思決定がされた店舗及び営業活動

から生ずる収益が著しく低下した店舗等について、当該店舗の資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減

額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四

半期連結累計期間においては115百万円であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年１月１日
至　平成29年９月30日）

（1）１株当たり四半期純利益金額 52円89銭 49円60銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額
（百万円）

1,028 1,030

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純
利益金額（百万円）

1,028 1,030

普通株式の期中平均株式数（株） 19,448,322 20,775,291

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 47円２銭 48円96銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額
（百万円）

－ －

普通株式増加数（株） 2,425,052 272,786

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも
のの概要

－ －

（注）当社は、平成29年５月19日開催の取締役会に基づき、平成29年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式

分割を行っております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半

期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月８日

株式会社フジオフードシステム

取締役会　御中

 

優成監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 本間　洋一　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 柴田　直子　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大好　慧　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジオ
フードシステムの平成29年１月１日から平成29年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年７月
１日から平成29年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年１月１日から平成29年９月30日まで）に係る四
半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ
いて四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジオフードシステム及び連結子会社の平成29年９月30日現
在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が
すべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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